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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公開番号】特開2012-141588(P2012-141588A)
【公開日】平成24年7月26日(2012.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-029
【出願番号】特願2011-264717(P2011-264717)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 103/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３０　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３２４　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３６Ｂ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　
   Ｆ２１Ｙ 103:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月22日(2014.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を出力する照明装置と、
　前記照明光を変調して映像を出力する表示パネルと、
　前記照明装置および前記表示パネルを駆動する駆動回路と
　を備え、
　前記照明装置は、
　離間して互いに対向配置された一対の透明基板と、
　前記一対の透明基板のいずれか一方の側面に配置された光源と、
　前記一対の透明基板の双方の表面に設けられた電極と、
　前記一対の透明基板の間隙に設けられた光変調層と
　を有し、
　前記電極は、前記一対の透明基板の側面のうち前記光源からの光が入射する光入射面と
直交する方向に配列された複数の部分電極を有し、
　前記光変調層は、前記電極によって生じる電場の大きさおよび方向に応じて、前記光源
からの光に対して全体的もしくは部分的に散乱性もしくは透明性を示し、
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極を所定の単位ごとに順次駆動することにより、前
記光変調層のうち散乱性を示す部分を前記光入射面と直交する方向に走査する
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　表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルは、２次元配置された複数の画素を有し、
　前記複数の部分電極は、前記複数の画素の１つの配列方向と平行な第１の方向に配列さ
れており、
　前記駆動回路は、前記複数の画素を所定の単位ごとに前記第１の方向に順次駆動すると
ともに、前記複数の部分電極を前記複数の画素の駆動と同期して駆動する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動回路は、常時、前記光源を点灯させる
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記光源は、独立駆動可能な複数の点光源を有し、
　前記駆動回路は、映像信号に応じて前記複数の点光源の全部または一部を点灯させる
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記一対の透明基板のうち前記光源が側面に配置された基板は、その表面または内部に
、前記第１の方向に延在する帯状の複数の凸部を有する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記駆動回路は、前記光変調層が散乱性を示している時に前記光源を点灯させ、前記光
変調層が全領域で透明性を示している時に前記光源を消灯させる
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記光源は、前記導光板の側面のうち互いに対向する第１側面および第２側面にそれぞ
れ配置され、
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極を所定の単位ごとに順次駆動すると共に、駆動対
象の部分電極が前記第１側面寄りに位置しているときには前記第１側面に配置された光源
を前記第２側面に配置された光源よりも明るくし、駆動対象の部分電極が前記第２側面寄
りに位置しているときには前記第２側面に配置された光源を前記第１側面に配置された光
源よりも明るくする
　請求項１、請求項２、請求項４、請求項５または請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極のうち駆動対象の部分電極の、前記光源からの距
離に応じて、前記光源の光量を調整する
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　各部分電極は、複数の細線電極からなり、
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極を所定の単位ごとに順次駆動する際に、駆動対象
の部分電極に含まれる複数の細線電極に対して、前記光源からの距離に応じて変調された
電圧を印加する
　請求項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極を所定の単位ごとに順次駆動する際に、駆動対象
の部分電極に隣接する他の部分電極に含まれる１または複数の細線電極に対して、当該細
線電極Ｂが駆動対象の部分電極に該当しているときに印加する電圧の波高値よりも小さな
波高値の電圧を印加する
　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　各部分電極は、パターニングされたものであり、
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　各部分電極のパターン密度が前記光源からの距離に応じて異なっている
　請求項１ないし請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　各部分電極は、複数の開口を有し、
　前記開口の径は、前記光源からの距離に拘わらず一定となっており、
　前記開口の密度が、前記光源からの距離に応じて異なっている
　請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　各部分電極は、複数の開口を有し、
　前記開口の径が、前記光源からの距離に応じて異なっており、
　前記開口の密度が、前記光源からの距離に応じて異なっている
　請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１４】
　各部分電極は、前記光入射面と平行な方向に延在する帯状の形状となっており、
　前記光変調素子は、前記光入射面と平行な方向に延在するとともに、各部分電極に１つ
ずつ電気的に接続された複数の金属配線を有する
　請求項１ないし請求項１３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　離間して互いに対向配置された一対の透明基板と、
　前記一対の透明基板のいずれか一方の側面に配置された光源と、
　前記一対の透明基板の双方の表面に設けられた電極と、
　前記一対の透明基板の間隙に設けられた光変調層と、
　前記光源および前記電極を駆動する駆動回路と
　を有し、
　前記電極は、前記一対の透明基板の側面のうち前記光源からの光が入射する光入射面と
直交する方向に配列された複数の部分電極を有し、
　前記光変調層は、前記電極によって生じる電場の大きさおよび方向に応じて、前記光源
からの光に対して全体的もしくは部分的に散乱性もしくは透明性を示し、
　前記駆動回路は、前記複数の部分電極を所定の単位ごとに順次駆動することにより、前
記光変調層のうち散乱性を示す部分を前記光入射面と直交する方向に走査する
　照明装置。
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